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豹は子やぎとともに伏す、千年王国 

 

 

はじめに 

 

（新改訳 2017）イザヤ書 11 章 6、9 節 

11:6 狼は子羊とともに宿り、豹は子やぎとともに伏し、子牛、若獅子、肥えた家畜がともにいて、小さな

子どもがこれを追って行く。 

11:9 わたしの聖なる山のどこにおいても、これらは害を加えず、滅ぼさない。主を知ることが、海をおお

う水のように地に満ちるからである。 

 

前回は、狼（異邦人）と子羊（イスラエルの残りの者）の壁が、神が立てられた綿密な計画によって、ど

のように打ち壊され、ともに宿ることが実現するのかを見ました。 

 

今回は、「豹」と「子やぎ」が指すものと、それらが「ともに伏し」ている状態を考察します。 

 

 

1. 千年王国で、豹とともに伏す子やぎとは、長子の権利による祝福を受けたヤコブ、イスラエルの子ら、

イスラエルの残りの者 

 

子やぎדִי  。の初出箇所は、ヤコブがイサクから長子の権利に伴う祝福を宣言される場面です（ゲディ）גְּ

 

（新改訳 2017） 創世記 27 章 9 節 

27:9 さあ、群れのところに行って、そこから最上の子やぎדִי を二匹取って私のところに来なさい。私（リגְּ

ベカ）はそれで、あなたの父上の好きな、おいしい料理を作りましょう。 

 

この後ヤコブはリベカが命じた通りに行い、父イサクにエサウであると偽って祝福を受けました。 

 

（新改訳 2017） 創世記 27 章 27－29 節 

27:27 ヤコブは近づいて、彼に口づけした。イサクはヤコブの衣の香りを嗅ぎ、彼を祝福してְרַך 。言ったבָּ

… 

27:28 神がおまえに天の露と地の肥沃、豊かな穀物と新しいぶどう酒を与えてくださるように。 

27:29 …おまえを呪う者がのろわれ、おまえを祝福する者が祝福されるように。」 

 

ヤコブは長子の権利による祝福をイサクから相続し（へブル 12:16－17）、この長子の権利による祝福は、

イスラエルの子たちに受け継がれます。下線部は、ヤコブへの祝福と同語が使用されています。 

 

（回復訳） 申命記 33 章 1、28 節 

33:1 これは、神の人モーセが死ぬ前に、イスラエルの子たちを祝福したְרַך ה祝福בָּ כָּ רָּ  。であるבְּ
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33:28 こうして、イスラエルは安らかに住み、ヤコブの泉は、穀物と新しいぶどう酒の地に独りで住む．天

は彼の上に露をしたたらす。 

（新改訳 2017） 民数記 24 章 9 節 （モアブの王バラクに招かれた、バラムの言葉） 

24:9 …あなた（イスラエル）を祝福する者は祝福され、あなた（イスラエル）をのろう者はのろわれる。」 

（新改訳 2017） イザヤ書 61 章 3、7、9 節 

61:3 シオンの嘆き悲しむ者たちに、…嘆きの代わりに喜びの油を… 

61:7 あなたがたは恥に代えて、二倍のものを受け、人々は侮辱に代えて、その分け前に喜び歌う。それゆ

え、人々は自分の地で二倍のものを所有しׁיָּרַש、とこしえの喜びが自分のものとなる。 

61:9 彼らの子孫は国々のうちで、末裔は諸国の民のうちで知れ渡る。彼らを見る者はみな、彼らが主に祝

福されたְְרַך  「。子孫であることを認めるבָּ

 

千年王国で聖霊（喜びの油）を与えられた、かつてシオンで嘆き悲しんだ、旧約の聖徒たちとイスラエル

の残りの者が（→1）、長子の権利による祝福（二倍の所有）を受けることが記されています。（申命記 21:17、

ヨブ記 42:10、12、へブル 12:16、17） 

 

以上のことから、子やぎとは、長子の権利による祝福を受けた旧約の聖徒たちと、イスラエルの残りの者

を指し示していると考えることができます。 

 

בֶלְ）（1→） פֶרְ・א ֵ֫ エレミヤא  6:22－26、1 ヨハネ 2:27、ヨハネ 14:26、エレミヤ 31:31、34、エゼキエル 36:22、

24、26） 

 

 

2. 千年王国で、子やぎとともに伏す豹とは、獣、荒らす者につき従った異邦人 

 

イザヤ 11:6 の「豹」、ר מ   。が指し示しているものを見てみます（ナーメール）נָּ

（新改訳 2017） エレミヤ書 13 章 23 節 

13:23 クシュ人がその皮膚を、  

豹ְר מ   、がその斑点をנָּ

変えることができるだろうか。… 

 

クシュ人と豹がパラレリズムで記されています。豹の比喩であるクシュ人は、終わりの時に北の王（荒ら

す者、獣）（→2）につき従い、麗しい山、エルサレムを攻めます。（י שִִֽׁׁ דְּ 詩篇 צִיּוֹןְ・הַר־קָּ לַםְ・צִיּוֹן、2:6 רוּשָּׁ יְּ

イザヤ 4:2） 

 

（新改訳 2017） ダニエル書 11 章 40、41、43 節 

11:40 終わりの時に、… 

11:41 彼（北の王）は麗しい国に攻め入り、多くの者が倒れる。… 

11:43 彼（北の王）は金や銀の秘蔵物と、エジプトのすべての宝物を手に入れ、ルブ人とクシュ人が彼につ

き従うְד עָּ  。מִצְּ
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11:45 彼は、海と聖なる麗しい山（エルサレム）との間に、本営の天幕を張る。 

 

ダニエル 11:43 の、クシュ人が彼に「つき従う」と訳された語彙、ד עָּ הの関連語ְ（ミツアード）מִצְּ דָּ עָּ צְּ
（ツェアーダー）は、戦いにおける行進に使用されており、1 歴代誌 14:15 で、「行進」の音が、ペリシテ

人に「攻めかかる」合図となりました。この「攻めかかる」は、ה מָּ חָּ で、ゼカリヤ（ミルハーマー）מִלְּ

書 14:2 において、主の日に集められたすべての国々が、エルサレムを「攻める」場面で使用されています。 

 

以上のことから、イザヤ 11:6 で子やぎとともに伏す「豹」とは、主の日、終わりの時に、荒らす者、獣の

軍事行動につき従い、エルサレムに攻めてくる、クシュ人をはじめとする異邦人であると、考えることが

できます。しかし、主の日にクシュは、剣に倒れることも記されていますから（エゼキエル 30:5、ゼパニ

ヤ 2:12）、子やぎとともに伏す豹は、エルサレムに攻めて来て、生き残った者に限られます。（ゼカリヤ 14:16） 

 

（→2）（ダニエル ה、11:31、9:27 詩篇זֶבַח・עֹלָּ ה、50:8 מִיד・עֹלָּ 民数記תָּ ה、6、28:3 חָּ מִידְ・מִנְּ レビתָּ 6:20、

民数記 ץְ、28:5 ダニエルשֶׁטֶףְ・ק  9:27、黙示録 13:5） 

 

 

3. ともに伏す、残りの民（子やぎ）と、エルサレムに攻めてきた者たちの、主の日の様子 

 

① 残りの民は、同胞の三分の二が絶たれ、都が蹂躙される惨状を目の当たりにする民 

 

（新改訳 2017） ゼカリヤ書 13 章 8－9 節、14 章 2 節 

13:8 全地はこうなる──主のことば──。その三分の二は断たれ、死に絶え、三分の一がそこに残る。 

13:9 わたしはその三分の一を火の中に入れ、銀を錬るように彼らを錬り、金を試すように彼らを試す。… 

14:2 「わたしはすべての国々を集めて、エルサレムを攻めさせる。都は取られ、家々は略奪されסַס 女、שָּׁ

たちは犯されるְל ג  ם都の半分は捕囚となって出て行く。しかし、残りの民。שָּׁ עָּ は都から絶ち滅ぼさיֶתֶרְהָּ

れない。」 

 

ゼカリヤ 13:8 の、残される三分の一は、残りの者רִית א  エレミヤ）（シェエーリート）שְּׁ 23:3、ゼカリヤ

13:7、ミカ 4:7）、賢明な者たちכִלִים ダニエル）（ハンマスキリーム）הַמַשְּ 11:35）、残りの民ְם עָּ イ）יֶתֶרְהָּ

ェテル ハーアーム）で構成されていると考えられます。ゼカリヤ 14:2 の「家々は略奪され、女たちは犯

される」ことは誰に起こることなのか、見てみます。 

 

（新改訳 2017） イザヤ書 13 章 1、9、16 節 

13:1 バビロンについての宣告。… 

13:9 「見よ、主の日が来る。憤りと燃える怒りのאַף、残酷な日が。… 

13:16 彼らの…家は略奪されסַס ג ל妻は犯される、שָּׁ  。שָּׁ

 

黙示録 16:19 に「…神は大バビロンを忘れず、ご自分の激しい憤りאַףのぶどう酒の杯を与えられた。」と記

されています。神の「激しい憤りのぶどう酒を飲む」とは、硫黄の燃える火の池に投げ込まれることです。



4 

 

（黙示録 14:10、16:19、19:20、20:12－15） 

 

イザヤ 13:16 のバビロンについて宣告されている「家は略奪され、妻は犯される」と、ゼカリヤ 14:2 のエ

ルサレムに対して記されている「家々は略奪され、女たちは犯される」は、語彙も語列もすべて同じです。 

 

イザヤ 13:16 

נָּה גַלְּ יהֶםְתִשָּ שׁ  יהֶםְוּנְּ ת    יִשַסּוְּבָּ
ゼカリヤ 14:2 

נָּה גַלְּ שִׁיםְתִשָּ הַנָּ תִיםְוְּ שַׁסּוְּהַבָּ נָּ   וְּ
 

 

以上のことから、ゼカリヤ書 14:2 の「家々は略奪され、女たちは犯される」者たちとは、イスラエル人の

三分の二である断たれ、死に絶える者たち、いのちの書に名が記されておらず、火の池に投げ込まれる者

たちであると考えることができます。（ゼカリヤ 13:8、黙示録 19:19－20、20:12－15） そして、イザヤ書 11:6

の「子やぎ」である、ゼカリヤ 14:2 の残りの民は（→4）、バビロンが受けるのと同じ惨状が同胞に降りか

かるのを目の当たりにし、銀を錬るように錬られ、金を試すように試される民であると考えることができ

ます。（ゼカリヤ 13:9） 

 

חַל・יֶתֶר）（4→） ゼパニヤנָּ חַל、2:9 エゼキエルנָּ חַלְ、47:14 出エジプトעוֹלָּם・נָּ 32:13） 

 

② 「豹」であるエルサレムに攻めて来る異邦人の生き残りは、「子やぎ」である「残りの民」と、千年王

国で、ともに伏す 

 

（新改訳 2017） ゼカリヤ書 14 章 2 節、16 節 

14:2 「わたしはすべての国々を集めて、エルサレムを攻めさせる。都は取られ、家々は略奪され、女たち

は犯される。都の半分は捕囚となって出て行く。しかし、残りの民は都から絶ち滅ぼされない。」 

14:16 エルサレムに攻めて来たすべての民のうち、生き残った者はみな、毎年、万軍の主である王を礼拝

し、仮庵の祭りを祝うために上って来る。 

 

「豹」に分類される、エルサレムに攻めて来たすべての民の生き残りが、千年王国に入ることが記されて

います。 

 

ダビデはウリヤの妻を取って姦淫を犯し、ウリヤを殺し、その後に自分の罪を告白しました。（2 サムエル

11:4、12:9－10、13、詩篇 51） ダビデは、「まことの神、主よה הוָֹּ と告白しています。（詩篇「。יְּ 31:5）「ま

こと」はאֱמֶת（エメット）で語源は、信じる、という意味のמַן です。そのため、神であ（アーマン）אָּ

り主ה הוָֹּ であるイェシュアをダビデが信じていたことが分かります。（イザヤיְּ 44:6、黙示録 1:17） ダビデ

が千年王国で君主となり（エゼキエル 34:24）、千年王国に入るなら、獣につき従った者であったとしても、

イェシュアの地上再臨を見て（黙示録 1:7）、信じた者たちは、千年王国に入れられると考えることができ

ます。イェシュアを見て信じる者がみな永遠のいのちを持つと記されているからです。（ヨハネ 6:40） 
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4. 千年王国に入る条件 

 

（新改訳 2017） ヨハネの黙示録 14 章 9－10 節 

14:9 …「もしだれかが τις ְל־אֲשֶׁר  、獣とその像を拝み、自分の額か手に刻印を受けるならכָּ

14:10 その者は、神の怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた、神の憤りのぶどう酒を飲み、聖なる御使いたちと

子羊の前で火と硫黄によって苦しめられる。 

14:11 彼らの苦しみの煙は、世々限りなく立ち上る。獣とその像を拝む者たち、また、だれでも τιςְְְְאֲשֶׁר

獣の名の刻印を受ける者には、昼も夜も安らぎがない。」 

13:8 地に住む者たちで、世界の基が据えられたときから、屠られた子羊のいのちの書にその名が書き記さ

れていない者はみな、この獣を拝むようになる。 

 

いのちの書に名が書き記されておらず、獣の刻印を受ける者は、世々限りなく火と硫黄によって苦しめら

れることが記されているため、ゼカリヤ 14:16 の千年王国に入れられる「エルサレムに攻めて来たすべて

の民のうち、生き残った者」は、獣の像を拝まず、獣の刻印を受けておらず、いのちの書に名が記されて

いる者であることが分かります。黙示録 13:15 に「（獣の）像を拝まない者たちをみな殺すようにした。」

とありますが、「殺すようにした」は、アオリストで記されています。そのため、獣の側で、拝まない者た

ちを殺させるシステムにした、と理解するなら、そのシステムを潜り抜ける者たちも存在すると考えるこ

とができます。異邦人の中で、大きな苦難の時を経て、千年王国に入れられる者たちを整理すると以下の

ようになります。イザヤ 11:6 の「豹」が指し示しているのは、②と③であると考えられます。 

 

① 獣の刻印を受けず、大きな苦難を経て、御座の前と子羊の前に立ち（黙示録 7:9）、聖なる者としてイ

ェシュアとともに地に来る、朽ちないからだで入国する異邦人（ゼカリヤ 14:5、黙示録 20:6） 

② 大きな苦難の時に、獣の刻印を受けず、荒らす者、獣の軍事行動につき従い、エルサレムに攻めて来

た者たちの中で、イェシュアを見て信じ、生き残った者たち（ダニエル 11:43、ゼカリヤ 14:2、16、ヨ

ハネ 6:40） 

③ 大きな苦難の時に、獣の刻印を受けず、荒らす者、獣の軍事行動につき従っていたが、どこかのタイ

ミングで最も小さい者たちに仕えるようになった異邦人（ゼカリヤ 13:7、マタイ 25:31－40） 

④ 大きな苦難の時に、獣の刻印を受けず、荒らす者、獣の歩みに加わらず、最も小さい者たちに仕えた

異邦人（マタイ 25:31） 

 

 

5. 千年王国において、ともに伏すとは 

 

① ともに伏すとは、御霊を飲んで、一つのからだである状態 

 

イザヤ 11:6 「豹は子やぎとともに伏し」の、伏しבַץ から、伏している状態がどんなこと（ラーヴァツ）רָּ

なのか、見てみます。 



6 

 

 

（新改訳 2017） 創世記 29 章 2 節 

29:2 ふと彼が見ると、野に井戸があった。ちょうどその傍らに、三つの羊の群れが伏していたְבַץ その。רָּ

井戸から群れに水を飲ませるה קָּ  …。ποτίζω ことになっていたからである・שָּׁ

 

羊の群れが伏していた目的は、水を飲むためでした。「水を飲ませる」、７０人訳では「ποτίζω」（ポティゾ

ー）と訳されたְה קָּ から、ともに伏している「豹」と「子やぎ」、異邦人とイスラエル人（シャーカー）שָּׁ

の状態について、見てみます。 

 

（口語訳） コリント人への手紙第一 12 章 13 節 

12:13 なぜなら、わたしたちは皆、ユダヤ人もギリシヤ人も、奴隷も自由人も、一つの御霊によって、一つ

のからだとなるようにバプテスマを受け、そして皆一つの御霊を飲んだ ποτίζω・ְה קָּ  。からであるשָּׁ

 

創世記 29:2 と合わせて考えると、ともに伏しているとは、一つの御霊を飲み、一つのからだになっている

状態であることが分かります。 

 

② 千年王国における、「一つのからだ」では、イスラエル人と異邦人が、互いに尊さ（栄光）を着せる営

みをしている 

 

（口語訳） コリント人への手紙第一 12 章 13、（回復訳）14、22－24 節 

12:13 なぜなら、わたしたちは皆、ユダヤ人もギリシヤ人も（ユダヤ人と異邦人、ローマ 10:12）、奴隷も自

由人も、一つの御霊によって、一つのからだとなるようにバプテスマを受け、そして皆一つの御霊を飲ん

だ ποτίζω・ה קָּ  。からであるשָּׁ

12:14 体は一つの肢体ではなく、多くの肢体から成っています。 

12:22 …それどころか、ほかより弱いと見える体の肢体こそ、むしろ必要なのです。 

12:23 そしてわたしたちは、ほかより尊くないと思う体の肢体に、さらに豊かな尊さ τιμή ְבוֹד を着せまכָּ

す περιτι θημι （現在能動 1 複）ְׁבַש 使役能動、未完了、1）לָּ 複）．こうして、わたしたちの美しくない肢体

は、さらに豊かな美しさを持つようになります． 

12:24 ところが、わたしたちの美しい εὐσχήμων גוּן פֶהְ・הָּ 肢体には、その必要はありません。神は欠け יָּ

ている肢体にさらに豊かな尊さ τιμή בוֹד を与えて、体を調和させられましたכָּ συγκεράννυμι（アオリスト

能動 3 単） זַג  ．מָּ

「わたしたちは…豊かな尊さを着せます」の下線部は現在能動態、「神は…豊かな尊さを与えて、体を調和

させられました」の下線部はアオリストで記されています。このことから、神が設計、計画し、体の肢体

であるユダヤ人と異邦人が互いに豊かな尊さを着せることを実行するという仕組みが見えます。 

 

③ 千年王国で、イスラエル人と異邦人が、互いに豊かな尊さを着せるとは、神のために祭司として仕え

るため 

 

「豊かな尊さを着せる」の、「尊さ」の原語は、τιμή （ティメー）、ヘブル語訳はבוֹד （カーヴォード）כָּ
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です。 

 

（新改訳 2017） 出エジプト記 28 章 2－3、40－41 節 

28:2 …あなたの兄弟アロンのために、栄光בוֹד   。τιμήと美を表す聖なる装束を作れ כָּ

28:3 あなたは、わたしが知恵の霊を満たした、心に知恵ある者たちに告げて、彼らにアロンの装束を作ら

せなさい。 彼を聖別し、祭司としてわたしに仕えさせるためである。 

28:40 あなたはアロンの子らのために長服を作り、また彼らのために飾り帯を作り、彼らのために、栄光

בוֹד  。τιμήと美を表すターバンを作らなければならない כָּ

28:41 これらをあなたの兄弟アロン、および彼とともにいるその子らに着せׁש ב  ἐνδύω 、彼らに油注ぎを לָּ

し、彼らを祭司職に任命し、彼らを聖別し、祭司としてわたしに仕えさせよהַן  。כָּ

 

1 コリント 12 章の、からだの肢体に「尊さ・栄光（を着せる）」の語彙は、祭司が着る「栄光（と美を表す

聖なる）」装束と同じです。以上のことから、千年王国で、イスラエル人と異邦人は、祭司として、さらに

主に仕えるようになるために、豊かな尊さ（栄光）を表す祭司の装束を着せ合う、と考えることができま

す。 

 

④ 千年王国で、イスラエルは祭司の王国となる 

 

（新改訳 2017） イザヤ書 61 章 3、5－6 節 

61:3 シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代

わりに賛美の外套を着けさせるために。彼らは、義の樫の木、栄光を現す、主の植木と呼ばれる。 

61:5 他国の人は立って、あなたがたの羊の群れを飼い、異国の民があなたがたの農夫となり、ぶどう作り

となる。 

61:6 しかし、あなたがたは主の祭司と呼ばれ、われわれの神に仕える者と言われる。… 

 

「シオンの嘆き悲しむ者たち」とは、バビロンが攻めて来た紀元前 605 年から 586 年にシオンで嘆き悲し

んだ、千年王国に入国する旧約の聖徒たちと、イスラエルの残りの者を指していると考えられます。（→5）

旧約の聖徒たちは、朽ちない体を持つため、1 コリント 12:24 の「美しいְפֶה 肢体」に相当すると考えられיָּ

ます。（詩篇 45:2） 喜びの油、その霊、すなわち聖霊が与えられた、旧約の聖徒たちとイスラエルの残り

の者は（→6）、千年王国で主の祭司と呼ばれるようになります。祭司とされることは、霊による心の割礼に

よることが、以下の御言葉に記されています。 

 

（新共同訳） ローマ人への手紙 2 章 29 節 

2:29 …霊によって心に施された割礼こそ割礼なのです。… 

（新改訳 2017） 申命記 30 章 6、8 節 

30:6 あなたの神、主は、あなたの心と、あなたの子孫の心に割礼を施し、あなたが心を尽くし、いのちを

尽くして、あなたの神、主を愛し、そうしてあなたが生きるようにされる。 

30:8 あなたは再び主の御声に聞き従いמַע 私が今日あなたに命じる主のすべての命令を行うようにな、שָּׁ

る。 
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（新改訳 2017） 出エジプト記 19 章 5－6 節 

19:5 今、もしあなたがたが確かにわたしの声に聞き従いמַע  …、わたしの契約を守るなら、שָּׁ

19:6 あなたがたは、わたしにとって祭司の王国、聖なる国民となる。』… 

 

霊による心の割礼によって神のことばに聞き従うようになるイスラエルは、千年王国で祭司の王国になり

ます。 

 

ל）（5→） ב  פֶר・אָּ イザヤא  ד、61:3 פ  エレミヤמִסְּ פַד、6:26 ゼカリヤסָּ 12:10） 

（→6）（1 ヨハネ 2:27、ヨハネ 14:26、エレミヤ 31:31、34、エゼキエル בֶלְ、26、24、36:22 פֶרְ・א ֵ֫ エレミヤא 

6:22－26、創世記 17:8、使徒 7:4－5、レビ 27:16、エゼキエル 45:6、του πνεύματος πνεύμά εστιヨハネ 3:5

－6） 

 

⑤ 祭司の役割とは 

 

A) 祭司の役割とは、祝福すること（アブラハム契約の実現） 

 

（新改訳 2017） 申命記 30 章 6、8、16 節 

30:6 あなたの神、主は、あなたの心と、あなたの子孫の心に割礼を施し、… 

30:8 あなたは再び主の御声に聞き従いמַע 私が今日あなたに命じる主のすべての命令を行うようにな、שָּׁ

る。 

30:16 もしあなたが、私が今日あなたに命じる命令に聞き、あなたの神、主を愛し、主の道に歩み、主の命

令と掟と定めを守るなら、…あなたの神、主は…あなたを祝福されるְְרַך  。בָּ

（新改訳 2017） ゼカリヤ書 8 章 13 節 

8:13 ユダの家よ、イスラエルの家よ。…あなたがたは祝福ה כָּ רָּ  …。となるבְּ

 

霊による心の割礼（ローマ 2:29）によって、主の御声に聞き従い、千年王国に入れられるイスラエル人は

祝福を受けるようになります。これは、主がアブラム（アブラハム）に言われた「あなたは祝福となりな

さい」（創世記 12:2）に基づいています。主の祭司とされた旧約の聖徒たちとイスラエルの残りの者が、ま

ず祝福となり、祭司として祝福を宣言するようになります。 

 

（新改訳 2017） 申命記 21 章 5 節 

21:5 …レビの子らである祭司たちן が進み出なさい。あなたの神、主が、ご自分に仕えさせ、また主のכֹה 

御名によって祝福を宣言するためにְרַך  …、選ばれた者は彼らでありבָּ

 

祭司は、祝福を宣言するためにも選ばれたことが分かります。主はベテルにいたヤコブに、「地のすべての

部族はあなたによって、またあなたの子孫によって祝福される」（創世記 28:14）と語られました。地のす

べての部族は、ヤコブによっても、祝福されることが分かります。また、アブラハムにも、同様のことが

語られています。（創世記 12:3、22:18） そのため、イスラエルの残りの者だけではなく、アブラハムやヤ

コブをはじめとする旧約の聖徒たちも、祭司として、地のすべての部族、すなわち異邦人を祝福するよう
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になる、と考えることができます。 

 

千年王国で主の祭司と呼ばれる旧約の聖徒たちとイスラエルの残りの者は、メルキゼデクがアブラムを祝

福したように、よりすぐれた者である長子として、若い者である異邦人に祝福を宣言する者となり（へブ

ル 7:7、創世記 27:1、15、19）、アブラハムに誓われたことに基づいて、主がヤコブに言われたこと「地の

すべての部族はあなたによって、またあなたの子孫によって祝福される」（創世記 28:14）が実現します。 

 

旧約の聖徒たちとイスラエルの残りの者は、異邦人に対して、主の御名によって祝福を宣言し、異邦人は

祝福を宣言される役割を行うことによって、互いに豊かな尊さ（栄光）を表す祭司の装束を着せ合い、祭

司として、さらに主に仕えるようになる、と考えることができます。 

 

B) 祭司の役割とは、神のことばを指し示すこと 

 

（新改訳 2017） レビ記 10 章 8、10－11 節 

10:8 主はアロンにこう告げられた。 

10:10 こうしてあなたがたは、聖なるものと俗なるもの、また汚れたものときよいものとを分け、 

10:11 …主がモーセを通してイスラエルの子らに告げたすべての掟ְחֹקを、彼らに教えるのであるה  「。יָּרָּ

（新改訳 2017） 申命記 33 章 8、10 節 

33:8 レビについては、こう言った。… 

33:10 彼らはあなたの定めט פָּ הをヤコブに、あなたのみおしえמִשְּׁ הをイスラエルに教えますְתוֹרָּ 彼ら。יָּרָּ

はあなたの御前で香をたき、全焼のささげ物をあなたの祭壇に献げます。 

 

祭司は、トーラーを教える役割が与えられています。そのため、千年王国で祭司と呼ばれる旧約の聖徒た

ちとイスラエルの残りの者は、千年王国で異邦人にトーラーを教える（指し示す）役割が与えられると、

考えることができます。 

 

イェシュアの中へと信じる者たちの最終的な姿は、神のために王国、または王とされ、祭司とされること

です。（→7）「一つのからだ」の中で、主の祭司と呼ばれるようになる旧約の聖徒たちとイスラエルの残り

の者はトーラー、心にある神の律法、神のことばの全体を（→8）聖霊によって祭司とされ、神の国に入っ

た、「豹」を含む異邦人に（→9）指し示します。（出エジプト 19:5－6、申命記 33:10、イザヤ 2:3、エゼキエ

ル 44:23） 

 

旧約の聖徒たちとイスラエルの残りの者が神のことばを指し示す役割を行うことによって、異邦人はイス

ラエルの残りの者の生活を支えながら（イザヤ 61:5）神のことばを指し示され、祭司に仕立て上げられる

役割を行うことによって、互いに、豊かな尊さ（栄光）を表す祭司の装束を着せ合い、祭司として、さら

に主に仕えることになると、考えることができます。 

 

（→7）（1 ペテロ 2:9、黙示録 5:9－10、14:3、20:6、22:5） 

（→8）（ヨハネ 10:34、詩篇 82:6、1 コリント 14:21、イザヤ 28:11－12） 
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（→9）（ヨハネ 3:5－6、出エジプト 30:30） 

 

 

まとめ 

 

イザヤ書 11:6 の、千年王国で「豹は子やぎとともに伏す」の「子やぎ」とは、長子の権利による祝福を受

けたヤコブ、イスラエルの子ら（旧約の聖徒たち）、イスラエルの残りの者であり、「豹」は、終わりの時

に獣や荒らす者につき従いエルサレムに攻めて来た異邦人のうち、生き残った者たちであることを見まし

た。 

 

これらが「ともに伏す」とは、一つの御霊を飲み、一つのからだとなっている状態です。神が立てられた

計画により、イスラエル人と異邦人は互いに豊かな尊さ（栄光）を表す祭司の装束を着せ合うようになり

ます。聖霊である喜びの油を与えられ、主の祭司と呼ばれる旧約の聖徒たちとイスラエルの残りの者は、

霊による心の割礼によって神のことばに聞き従います。彼らは異邦人に律法、トーラー、神のことばの全

体を指し示し、彼らを祭司へと仕立て上げる役割を担います。異邦人は彼らの生活を支えながら、彼らか

ら神のことばを指し示され、祭司に仕立て上げられる、という役割を担います。 

 

旧約の聖徒たちとイスラエルの残りの者は自ら祝福となり、異邦人に祝福を宣言し、主がアブラハムに誓

われた「あなたの子孫によって、地のすべての国々は祝福を受けるようになる」という契約が実現します。

こうしてイスラエル人と異邦人は、神に仕える祭司として調和し、豊かな尊さ（栄光）を表す祭司の装束

を着せ合い、さらに主に仕えるようにされていくことを見ました。 

 

次回は、千年王国でイスラエルから諸国に広がる祝福について、考察してみたいと思います。 

 

 

 

 

 


